
日本天文学会2021年春季年会

P121b すばるHSCによる新たな褐色矮星の探査と銀河系構造の推定
坂本茉梨江 (愛媛大学),松岡良樹 (愛媛大学),小山舜平 (国立天文台)

褐色矮星は恒星と惑星の間に位置付けられる天体であり、通常の恒星とは異なり中心で核融合を起こすほどの
質量をもたないため低温度且つ暗い。銀河系において褐色矮星も恒星と同様に thick disk、thin diskと呼ばれる
分布構造をもつと考えられており、色と光度の関係が比較的単純で正確な距離が測定しやすい褐色矮星の分布構
造を知ることは、銀河系構造のより正確な推定につながる。
褐色矮星は暗いため発見することが難しいが、広視野且つ高感度の観測を行うすばる望遠鏡 Hyper Suprime-Cam

Subaru Strategic Program (HSC-SSP) survey Deep + Wide カタログを使用した先行研究では、L5型褐色矮星
の限界距離は 350pcにまで達しており、これは他のサーベイと比較すると抜きん出ている。本研究ではさらに一
歩進み、HSC-SSP survey Deep + UltraDeepカタログを使用することで、広域でかつてない遠い距離にある褐
色矮星の発見を試み、発見天体の分布から、銀河系構造を推定する。
まずHSC-SSP survey Deep + UltraDeepカタログから、i、z、yバンドでのPSFフラックス、カラー制限、限

界距離に基づき褐色矮星の探査を行った。その結果、1754個の褐色矮星候補天体を検出した。次に SEDフィッ
ティングにより検出天体のサブタイプを決定後、観測等級と各サブタイプごとの絶対等級の関係から検出天体ま
での距離を計算した。さらに検出天体の数密度が銀河面の高さの関数としてどのように変化するかを探査領域ご
とに調査し、銀河系の thin diskモデルとの比較からスケール高を求めた。本研究で得られたスケール高と先行研
究で得られたスケール高、恒星のスケール高を比較し、銀河系構造について考察を行う。


